
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育成

①授業改善
②誰一人取り残さない取組
③学校・家庭・地域の連携

①授業改善

②誰一人取り残さない取組

①⑴他教員による授業参観を実施
し、教科部会などで助言や協議を行
い、授業力の向上を図る。
⑵ 各教科部会において月に一度は
授業改善に係る協議を行う。

②⑴授業後にしばらく教室に残り、質
問しやすい環境を作ったり、テスト前
の質問教室の充実を図る。振り返り
シートを活用し、困っている生徒には
教師から声をかける。　　　⑵ドリル
パークなどICTを活用し、個別の学力
を把握する。
⑶教師側から積極的にアプローチを
行う。

①生徒用アンケート「先生は教え方に
いろいろ工夫している」の「よくあては
まる」「ややあてはまる」の割合が９
５％以上

②生徒用アンケート「授業内容でわか
りにくいことについて、先生に質問し
やすい」の「よくあてはまる」「ややあ
てはまる」の割合が７０％以上

B

①「よくあてはまる」「ややあてはまる」
の割合が前回に比べ２％上昇し、９４％
と、ほぼ目標に近い値を記録した。

　
②「よくあてはまる」「ややあてはまる」
の割合は６９％と前回よりも２％上昇
し、ほぼ目標に近い値を記録した。

引き続き、今回設定した具体的施策の
充実を図る。また、より教員が教材研
究に費やすことのできる環境づくりや、
生徒が質問しやすい関係性を作るため
に生徒と向き合うことのできる時間を確
保していく

・生徒用アンケート「授業内容でわかり
にくいことについて、先生に質問しやす
い」について、「肯定的意見の割合が
69％で、前回よりも２％上昇し、ほぼ目
標に近い値であった。」とあるが、残り
の約30％の生徒についても目を向けて
いただきたい。

・ほぼ目標に届いている点から、教員
の努力が実った結果だと思う。引き続
き、生徒にとって話しやすい関係づくり
に努めていただきたい。

新しい時代に対応した教育
の推進

①情報活用能力の育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

①情報活用能力の育成

②英語教育の充実

③デジタル化の促進

①授業や課題においてICT機器を用
いて、情報の活用（整理・比較・発信・
伝達・共有）の方法を指導する。

②基礎基本の定着を図り、「目的」「場
面」「状況」に応じた実践的コミュニ
ケーション能力の向上を図る言語活
用を実践する。

③ドリルパーク、デジタル教科書、
schooltakt等を活用し個別最適な学
習を支援する。

①生徒アンケート「授業や課題でICT
機器（タブレット等）を活用している」の
肯定的評価が８０％以上

②３年生において、CEFR（セファー
ル）A1レベルの力が認められる生徒
の割合が６５％以上

③教師用アンケート「ICT機器を授業
や校務に活用している」の肯定的回
答が８５％以上

A

①生徒アンケート「授業や課題でICT機
器（タブレット等）を活用している」の肯
定的評価が約９５％となった。
　
②今年度IBAにて約７０％の３年生が
A1レベル（英検５～３級）となった。
　
③教師用アンケート「ICT機器を授業や
校務に活用している」の肯定的回答が
９５％となった。

ICT機器の活用については引き続き授
業での活用を継続したい。また英語教
育の充実については１，２年生を含め
て引き続き学力の向上に努めたい。

ICT機器の活用による成果が顕著に現
れていると感じた。また、少数ではある
がICT機器に不慣れな生徒、英語能力
が目標に達していない生徒達へのフォ
ローもお願いしたい。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防止、早期
発見、早期対応に向けての組
織的な取組の推進
③不登校の児童生徒やその
保護者への支援体制の充実
④体験活動等の実施

①「いのち」の大切さを実感し、思
いやりの気持ちをもち、豊かな人
間性あふれる生徒の育成を目指
す。
 

②全教職員で情報を共有し、組織
的な生徒指導を行う。

③教育相談やＱＵ、日々の観察で
生徒理解を深める。家庭との連携
を密にして、その情報を教師間で
共有し、不登校生徒数の減少を目
指す。

④系統的なキャリア教育を行う。

①道徳教育の充実させるため道徳研
修会を実施し、２学期のローテーショ
ン道徳の授業作りに繋げる。加えて、
指導案検討や事後検討会の時間を
設け、道徳教育における指導力の向
上に努める。また、LGBTQや震災な
どの学習を実施する。

②生徒指導委員会を定期的に開催
し、情報共有を図る。教育相談やいじ
めアンケート等で情報収集を行う。生
徒対象に、スマホやタブレットの利用
に関する啓発を行い、SNSトラブルな
どの問題行動等の未然防止に努め
る。問題行動やいじめ事案に関しては
全教職員で報告・連絡・相談を徹底
し、共通理解を図り対応する。

③教育相談やQUの結果を全教職員
で共有することにより、子どもたちの
出すサインを見逃さず、適切な初期対
応を行う。また、ＳＣやSSWとも連携
し、アセスメントをした内容を学年等で
共有することにより、家庭との連携を
図る。さらに、学年でチームを組ん
で、複数で家庭訪問するなど、担任を
サポートして、学校全体で不登校生を
減らす取り組みを行う。

④中学校３年間を見据えた進路指導
を行う。

①道徳研修会で学んだ内容をロー
テーション道徳や日々の授業に生か
す。また、生徒用アンケートと教職員
用アンケートの該当する項目で肯定
的評価を８５％以上にする。

②生徒指導委員会を週１回開催し、
情報交換を行う。また、生徒アンケー
ト「先生は、生徒に状況に合わせた指
導している」と保護者アンケート「学校
は状況に合わせた生徒指導をしてい
る」の肯定的回答を全学年８５％以上
にする。

③個々の生徒の欠席状況を記録する
と共に、学校全体で共有する。また、
生徒アンケート「先生は相談にのって
くれる」の肯定的回答を全学年８０％
以上にし、生徒アンケート「学校で自
分を大切にすることや他の人への思
いやりについて教えてもらっている」
の肯定的回答を全学年８５％以上に
する。

④生徒アンケートの「学校は将来につ
いて考える機会を設けている」という
項目について、どの学年も肯定的意
見の割合を高められるように、１年次
から、将来について学ぶ機会を増や
す。

B

・教師用アンケート「ローテーション道徳
に授業を通して授業力向上に努めてい
る」の肯定的回答は85％と目標を達成
できた。（①）
・生徒用アンケート「学校で自分を大切
にすることや他の人への思いやりにつ
いて教えてもらっている」の肯定的回答
は91％と、目標を上回った。（①・③）

・生徒用アンケート「先生は、生徒に状
況に合わせた指導している」の肯定的
回答は89％、保護者アンケート「学校
は状況に合わせた生徒指導をしてい
る」の全学年の肯定的回答は88％と目
標を達成できたが、目標値に届かない
学年もあった。（②）
・別室「SAKURAルーム」を開設し、教
室に行きにくい生徒の居場所作りに努
めた。

・生徒アンケート「先生は相談にのって
くれる」の肯定的回答は85％と目標を
達成できた。（③）

・生徒アンケート「学校は将来について
考える機会がある」は、全学年の肯定
的回答は86％であった。（④）

①夏季研修中にローテーション授業の
グループで話し合う時間をとり、ロー
テーション授業の回数を増やす。

②生徒指導講演会において、ＳＮＳ等
の使用に関する啓発を行ったが、講演
会のみではなく普段からの教師の声か
け、啓発を継続的に行っていく。また、
ＳＮＳによる情報拡散の指導が多くあっ
たので、そのような内容の講演会や声
かけを行う。
生徒の些細な変化に気づき、情報共有
し、未然に解決できるようにする。
生徒会と連携し、校則の見直し等を考
える機会を設け、規範意識の醸成を図
る。

③SCやSSWと連携し、状況把握や登校
に向けた支援を行い、個々に応じたア
プローチを継続していく。
・地域のコミュニティの力も借りながら、
登校につながる支援に取り組んでいく。
・学年間、学校間で情報共有を図って
生徒理解を深め、不登校や不適応の
未然防止に努める。

④キャリアパスポートや総合的な学習、
トライやる･ウィークの取り組みの時間
等を活用し、将来に向けて、どのような
力を身につけておくべきか、そのために
今どんなことに取り組む必要があるか
を考えさせ、日々の努力を惜しまない
態度を身につけていく。

・多岐にわたる課題に一つひとつ丁寧
に取り組んで来られた様子がうかがえ
た。

・校則について生徒と一緒に考える機
会を持つことは恒常的に必要である。

・LGBTQ,震災などは学習する機会が
あって初めて知識として得られること。
学習内容をより充実させて継続してい
ただきたい。

「健やかな体」の育成

①児童生徒の体力向上の促
進
②魅力ある部活動の推進
③発達段階に応じた健全な
食育の推進

①バランスの良い体力を身につけ
る。

②各部活動においてやりがいを感
じさせる。

③「食」の大切さを理解する。

①ボール貸し出しを活用して、外で体
を動かす時間を持つ。

②校内外で活躍の場を作る。

③給食総務によるお昼の給食メ
ニューの放送など、給食を食べたくな
る取り組みを子ども発信で作る。

①外で体を動かす人の増加

②退部者の減少

③残食の減少

B

①ボール貸出を週３回行うことで、外で
体を動かす生徒の数がとても増えた。
外で遊んでみたいと思う子を増やすこと
が課題。

②校内外で活躍する生徒を表彰するこ
とで活躍している生徒が全校生徒の目
に触れることが増えた。その成果か、表
彰の数がとても増加している。課題は、
地域移行が進むので、この重点目標を
現状に合ったものに変えること。

③残食は大幅に減っている。給食総務
の放送や、委員会の呼びかけ、給食セ
ンターの方の巡回指導の成果が大きい
と考える。引き続き給食に興味をもつよ
うなきっかけを持ちたい。課題は子ども
が苦手な野菜やキノコ類の残食を減ら
すこと。

①遊んでみたいと思う昼休みのイベン
トを生徒主体で開催する。

②地域移行について、北中でどのよう
に生徒を導くか全体で議論する。

③野菜やキノコ類について、興味を持
つ呼びかけをする。

・昼休みのイベントを企画することによ
り、体を動かすことに消極的な生徒に
良い啓発となる。是非進めていただき
たい。

・生徒が自分の健康のことをよく考え
て、食べ物をしっかりと摂る事が大切で
ある。その結果、給食の残量が減ると
なお良い。食育をさらに充実発展させ
ていただきたい。

①系統的なキャリア教育を行う。
（１年）
　自己を見つめ、適性を知る。
（２年）
　職業体験を通じて将来を考える。
（３年）
　自己実現のために適切な進路を選択
する。
(全学年)
　キャリア教育の一環として、フォーサ
イト手帳の活用の充実を図る。

②スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携を図り組
織的な支援を行う。

③教育相談やQUを活用し、生徒理解
をすすめる。また、家庭との連携を密に
とり、その情報を教師間で共有し、不登
校生徒数の減少を目指す。

①中学校３年間を見据えた進路指導を行
う。
（１年）現在までの自身の学びを振り返ら
せる。トライやる・ウィークに向けて、職業
調べを行わせる。講演会なども含めて社
会人としてのルールやマナーを学ばせる。
（２年）トライやる・ウィークを通して、働くこ
との意義を知り、将来の職業を見据えた進
路について考えさせる。進路選択に向け
て、学校調べをさせる。
（３年）オープンハイスクールなどを利用し
て、本人の興味・関心や適性に基づいた
進路選択をさせる。
(全学年)フォーサイト手帳への宿題や提出
物の記入、テスト計画、家庭学習の計画や
１日の振り返り、短期・長期目標の設定な
ど、ＰＤＣＡサイクルを意識した取り組みに
重きを置いて、フォーサイト手帳の活用を
段階的に指導する。
朝の会・終礼でフォーサイト手帳を活用す
る時間を設ける。

②担任と生徒指導(学年・全体共に)との情
報共有を密にし、SCやSSWへの連携が必
要かどうか複数で判断し組織的に対応す
る。また、SCやＳＳＷとのケース会議やア
セスメントの内容を学年等で共有し、家庭
との連携を図りながら、生徒の状況を把握
し、学校全体で生徒一人一人を支援する
体制をつくる。

③教育相談部会や生徒指導委員会を定
期的に開催し、情報共有の徹底を図る。教
育相談やいじめアンケート、QU等で情報
収集を行い子どもたちの出すサインを見逃
さず、適切な初期対応をできるようにする。
教育相談期間だけでなくいつでも相談がで
きるよう、日々の言葉がけや関わりを増や
し、生徒と教師が話しやすい環境をつくる。

①中学校３年間を見据え、プリント学習やＩ
ＣＴを活用した学習を取り入れ、自己の将
来について考えさせたり、進路に関する情
報を、３年生に限らず計画的に実施する。
学校で行っているキャリア教育について、
保護者にはHP、学年通信などを通して情
報を発信し、理解を深めてもらえるように
工夫する。また、学校評価アンケートの「学
校は将来について考える機会を設けてい
る」という項目について、１年生の肯定的
意見の割合を８０％以上になるように、１
年次から将来について学ぶ機会を増や
す。

学校評価アンケートのフォーサイト手帳の
活用についての項目で、肯定的意見が全
学年７０％以上になるようにする。

　
②教育相談部会や生徒指導委員会を週
に一回開催し、情報交換を密に行う。

③個々の生徒の欠席状況を記録すると共
に、学校全体で共有し、多くの目で生徒を
見守る体制づくりをする。また、生徒アン
ケートの「先生は相談にのってくれる」の肯
定的回答を全学年８５％以上にする。

B

①中学校３年間を見据え実施しするこ
とはできたが、学校で行っているキャリ
ア教育についてHPや学年通信などを
通して情報をあまり発信できなかった。
学校評価アンケートの「学校は将来に
ついて考える機会を設けている」という
項目について、全学年肯定的意見の割
合は８０％以上であった。
学校評価アンケートの、「フォーサイト
手帳を書いている」の肯定的意見は１
年６４％、２年６３％、３年４６％で、学年
に差が出る形となった。「フォーサイト手
帳の活用」の項目に関しては１年５
１％、２年２１％、３年３４％と、昨年度よ
りは上がっている学年があるが、まだま
だ低い状態である。

②教育相談部会や生徒指導委員会を
週に一回に開催し、情報交換を密に行
ことができた。また、それらの情報を毎
回全学年・全職員に回覧することで共
有することができた。

③生徒アンケートの「先生は相談に
のってくれる」の肯定的回答は１年生８
３％、２年生８７％、３年生８８％、と概
ね達成できた。

①行事の際は学年通信やHPなどに情
報を発信できたが、普段の総合の時間
の取り組みがあまり発信できなかった
ため、総合の時間の写真記録担当を決
めるなどして、こまめにHPに発信してい
く体制を作る。
・年度当初のフォーサイト手帳の指導、
朝の会や終礼のさいのフォーサイトを
記入する時間の確保、活用例などの掲
示をし、活用できるよう促す。(継続)
・前期後期でフォーサイトに関するアン
ケートを行う.

②教育相談部会や生徒指導委員会を
週に1回開催し、情報交換を密に行う
・教育相談部会には養護教諭、SSW、
スクールカウンセラーにも入ってもら
う。(継続)

③学年会でQUの分析共有を行う。
・普段から生徒の情報を教師間で共有
し、ひとりひとりの状況を理解したうえ
で、関わる。何か起きた時も担任だけで
なく学年の教師で共有し生徒指導にあ
たる。(継続)

・キャリア教育について、生徒、保護者
ともに肯定的に捉えているので、学校
ホームページでの発信は補助的な活用
とし、教員の負担にならない程度に工
夫されれば良い。

・フォーサイト手帳の活用については、
使い方の指導後は、生徒が自分なりに
使いこなせれば良い。書くことが目的に
なるのではなく、行動に移せるように指
導をしていただきたい。

・長期欠席生徒の対応について、窓口
は基本的に担任となることが多いが、
一人で抱え込むことがないように、協力
体制を維持していただきたい。

①支援体制を整える。

②特別支援教育の内容を充実させ
る。

①支援を要する生徒について、外部
機関や小学校、生徒指導担当、支援
員と連携し、一人ひとりの理解を深め
る。

②特別支援教育についての研修の場
をつくる。また、早期に個別の指導計
画を作成し、教育的ニーズに応じた指
導を行う。

①支援の必要な生徒に関して、担任、
教科担任、支援員のみならず、小学
校や外部機関との連携を密に行い、
情報交換の場をつくる。

②早期に作成した生徒一人ひとりの
個別の指導計画を全教職員が情報
共有し、それに基づいた指導を心が
ける。

B

①３年生の進路決定に際しても、デイ
サービスなどと連携することができた。
また、交流及び共同学習研究協議会に
参加し、外部機関との情報交換に努め
た。

②各学年、学年会議において、個別の
指導計画の内容を共有し、支援を要す
る生徒についての理解を深めた。

①今後も必要があれば、本校と各外部
機関との相互協力をはかっていく。

②その場その場での生徒の困り感を細
かく察知するために、研修などで、教職
員の共通認識をより深める。

特別支援教育の関係教員だけでなく、
支援の必要な生徒について、学校全体
での共通理解は今後も大切にしていた
だきたい。

・関係機関と連携をさらに深め、今後も
生徒理解を深める機会を持っていただ
きたい。

①校内外で研修に自主的に参加
し、キャリアステージに応じた資質
能力の育成

②「主体的・対話的で深い学び」の
授業改善に向けて、アクティブラー
ニングの視点や、ICTの活用など
の新たな課題に対応できる教員の
育成

③学校における課題を組織的かつ
協働的に解決できる教員の育成

 ①研究担当を中心に、情報を共有
し、校内外の研修会に自主的に参加
し、資質向上に努める。

②研究発表に向けて、校内研究授業
や拡大教科部会を実施し、授業改善
に努める。

③各教員が「報・連・相」の徹底し、密
なコミュニケーションに努める。また、
教員全体が意見交換を行い、相談し
やすい環境を作る。

①校内外の研修に平均５回以上参加
する。また、自主研修会を年間３回実
施し資質向上に努める。
 
②各教員が授業公開を実施し、お互
いの授業見学し合う中で、学び合う姿
勢をもち、自らの授業改善に努める。

③密な連絡の元、学校全体で組織的
に学校の問題解決に努める。

B

①教職員アンケートによると、今年度は
93％と、昨年度よりも6％肯定的な回答
が増加した。しかしながら、「教育を取り
巻く環境に即した課題を取り入れ、校
内研修を行っている。」の項目では、肯
定的な回答が77％と昨年度よりも12％
減少し、課題が残った。

②月に1度教科部会を実施し、また研
究授業前には拡大教科部会を実施す
るなど、概ね達成できている。
さらに、9月の第1週に授業公開ウィー
クを実施し、教職員の授業改善に努め
ることができた。

③概ね各教員が「報・連・相」の徹底を
意識して、密なコミュニケーションが取
れている。

①教育を取り巻く環境に即した課題を
より意識し、校内研修の質を向上させ、
実りのある研修にする。

②来年度も引き続き、公開授業ウィー
クの実施や研究授業の検討を実施して
いく。

③引き続き、教職員間で連携がとれる
ようにコミュニケーション図っていく。

・社会情勢や教育環境が急速に変化す
る時代に入り、教員自身がそれぞれ、
育ってきた環境とは違う時代になってい
る。そのため、日々の教育活動におい
て、大変な労力を使っていることと思わ
れる。試行錯誤の日々でご苦労が絶え
ないと思うが、一歩ずつでも前進してい
ただければと思う。

①コミュニティスクールの充実

②地域との連携を図り、地域と学
校の協同体制を構築する

①地域の教育力を導入し、地域に根
ざし地域に開かれた学校の充実させ
るために、まちの先生を年に１度活用
する

②学校の教育活動や取り組みを地域
に周知し、理解してもらうためにHPな
どを活用する

①各学年、年に１度はまちの先生を
実施し、特定の分野に専門性の高い
知識を得る。

②学校行事や学校生活の様子を定
期的にHPに掲載する。

B

①年に１度はまちの先生を実施し、特
定の分野に専門性の高い知識を得るこ
とができた。

②学校行事ごとのペースで定期的に学
校の様子を掲載することができた。

①前例踏襲の内容になってしまうことが
多かった。

②掲載頻度をさらに増やしていく。

・前例踏襲の内容であっても、生徒は3
年間でそれぞれ違う内容に触れるので
あれば問題はない。内容が良いのであ
れば継続してもよいと思う。

①学校園防犯訓練・防災教育の充
実

②子どもの安全対策の推進

③安全指導の工夫改善を行う

④安心・安全な場を創造する。

①道徳の授業において防災教育を
行ったり、定期的な避難訓練を通し
て、防災教育の充実を図る。

②朝学活や終礼、集会などをはじめ、
必要に応じて注意喚起を行う。登下校
指導など定期的に行う。

③交通マナーとルールを守る意識を
高めるため、講習会等を年１回以上
行い、登下校指導を定期的に行う。ま
た、朝学活や終礼、集会などを通じ
て、注意喚起を行う。

④学校施設の不備について改修を進
めていく。

①防災マニュアルを職員会議や研修
会で周知する。また、年２回火災・地
震を想定した避難訓練を行う。

②交通マナーとルールを守る意識を
高め、行動できるようにする。

③生徒アンケート「学校で交通マナー
を教えてもらっている」の肯定的評価
を８５％以上を維持し、なおかつ「よく
当てはまる」の評価を５０％以上にす
る。

④アンケートの該当する項目での肯
定的評価を80％以上にする。

B

①道徳の教材や年2回の防災訓練を防
災教育の充実を図ることが出来た。ア
ンケートの肯定的評価は生徒90％保護
者87％であった。

②③定期的な登校指導と、自転車通学
生には終礼後の指導などを通して登校
指導を行い、生徒の92%（よくあてはま
るは44%）が交通ルールの指導を受け
ていると回答している。しかし、学校で
得た知識を活かすことが出来ていな
い。
　
④安全・清潔に関する項目のアンケー
ト結果は肯定的な回答が生徒89%、保
護者87%で目標達成ができた。

①目標である活動を計画通り実施する
ことができた。計画していた防災教育以
外にも、震災をテーマにした記事をNIE
で取り上げるなど充実した防災教育が
できたので来年度も継続していきたい。

②③生徒のアンケートで92%が肯定的
な回答をしているので、今後も今年度
同様の投稿指導、自転車安全教室など
の講習会を継続していく。登校時の様
子を観察し、違反者には随時指導を
行っていく。

④アンケート結果を維持できるよう、安
全点検等で出てきた修繕箇所をできる
だけ早く修理する。

・近年、新聞を購読しない家庭が増えて
いるため、NIEの活動は効果的であると
思う。インターネットの記事を流し読み
をするのではなく、紙媒体で読み書きを
することでより意識付けされていると思
う。

・生徒達は下校時に学校から離れるに
つれて交通マナー、ルールに対して気
が緩みがちになっていると感じる。誰も
見ていないところでも、きちんとマナー
やルールを守って行動できることが大
切であると伝えていただきたい。

学校関係者評価総括
学校として重点的に取り組んだことについては、着実に成果に表れている。また、教育活動のふり返りを一つひとつ丁寧にしており、対策もよく考えられている。教職員の資質の向上については、教職員自身が主体性を持っ
て、全校挙げて教育課題に取り組んでいただきたい。不登校の未然防止については、生徒と保護者、教職員がお互いに尊重し合う良好な関係性を構築し、わかる授業づくり、感動のある学校行事等を通して、生徒たちの自尊
感情の醸成を図っていくことを期待する。今年度の北中学校の自己評価に対して、概ね評価する。本年度の成果と課題、北中学校の強みや弱みを分析し、実効性のある改善策を推進していただきたい。

次年度に向けた重点的な改善点
（学力向上）次年度は、生徒一人ひとりが課題に対して、自ら問を立て、課題追求型の学習スタイルの構築をめざして研究を推進する。確かな学力の定着を図るために校内研究を充実させ、教職員の授業力を高めていく。
（生徒指導）生徒や保護者と常日頃から適切にコミュニケーションを取り、良好な関係の構築に努める。日常のあらゆる場面を教育相談と捉え、生徒が心理的安全性をもって学校生活を送り、ウエルビーイングが実現できるよう
支援する。不登校、問題行動については未然防止に努めるとともに、もしも事案が発生した際は、教員間の連携をスムーズに行い、組織的かつ丁寧に初期対応を行う。
(教員の資質の向上)教員自身が主体性を持って教育活動に取り組む。学校教育目標の実現に向けて、指示を求めるのではなく、自身の置かれた立場で考え、お互いに提案する教員間の関係性を築く。学校行事や授業など
では、独創性、創造性を発揮して生徒の力量を高める教師集団をめざす。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

（１）授業改善を常時行い、「授業がわかりやすい」と答える生徒を増加させる。
（２）魅力ある学校づくりに努め、不登校生徒の減少に努める。
（３）教育相談を充実させ、何でも言える関係づくりに努める。
（４）生徒が主体的かつ積極的に取り組める活動を計画・実施する。
（５）「報・連・相」の重要性を全職員が認識し、風通しの良い職場づくりを行う。

令和６年度(2024年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立北中学校】                                                                                               

重点目標

教育目標 自ら未来を切り拓き、心豊かに生きる生徒の育成

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・スクール
ソーシャルワーカーの活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の整備

①コミュニティ・スクールの充実
②地域と学校の連携・協働体制の構
築

施策目標
基本施策

安全・安心な教育環境の充実

①学校園防犯訓練・防災教育の充
実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持保全
⑤学校における働き方改革の推進


